
    

 

       

連
載
も
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
最

後
に
「
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
し
て
み
ま
せ
ん

か
」
と
提
案
し
て
き
た
私
の
今
の
思
い

を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。 

日
本
で
は
こ
の
三
、
四
十
年
、
い
じ

め
や
家
庭
内
外
の
暴
力
、
不
登
校
、
あ

げ
く
の
果
て
は
、
子
供
た
ち
に
よ
る
傷

害
や
殺
人
事
件
、
さ
ら
に
は
、
親
の
子

供
に
対
す
る
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
、
殺

人
な
ど
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま 

す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。 

真
の
原
因
は
？
合
理
的
な
対
策
は 

？ 

こ
の
間
、
千
人
千
様
の
論
評
が
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
効
果
的
な
具
体

策
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私

は
「
プ
ロ
ブ
レ
ム
・
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド 

・
シ
ス
テ
ム
」
（
あ
ら
ゆ
る
問
題
解
決

の
た
め
の
論
理
的
な
考
え
方
）
を
導
入

し
、
子
供
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え

て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
具
体
策
の
第
一

歩
と
考
え
ま
す
。 

   

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
大
人
が
子
供

た
ち
に
、
日
本
の
教
育
の
「
問
題
点
」

―
例
え
ば
、
受
験
の
た
め
だ
け
の
教
育

や
、
理
系
と
文
系
に
分
け
る
こ
と
の
愚

な
ど
―
を
論
理
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
す
。 

そ
の
う
え
で
、
文
明
先
進
国
が
競
っ

て
、
防
衛
と
い
う
名
の
下
に
、
武
器
や

兵
器
を
開
発
し
、
そ
の
究
極
的
な
も
の

が
人
類
史
上
初
の
原
子
爆
弾
の
発
明
と

使
用
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、

戦
争
を
す
る
こ
と
が
「
人
類
の
究
極
の

悪
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。 
 
 

そ
し
て
、
「
人
と
動
物
と
自
然
」
を

大
切
に
す
る
児
童
教
育
を
実
行
し
、
暴

力
的
な
ゲ
ー
ム
の
製
造
や
販
売
を
禁
止

す
る
こ
と
な
ど
も
必
要
と
考
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
「
命
の
大
切
さ
」
を
体
感
・
体

得
で
き
る
、
さ
ら
に
他
人
の
命
・
人
生

の
大
切
さ
が
わ
か
る
教
育
を
、
幼
稚
園

か
ら
行
い
、
小
・
中
学
校
の
教
育
で
は
、

必
修
の
教
科
の
一
部
で
す
る
べ
き
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
将
来
を
担

う
の
は
子
供
た
ち
な
の
で
す
か
ら
。 

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ア
ニ
マ
ル
・
ボ
ン

ド
」
（
Ｈ
Ａ
Ｂ
）
を
推
進
す
る
N

P

O

法
人
「
J-

Ｈ
Ａ
Ｂ
S

」
で
は
、
「
人

と
動
物
と
自
然
を
大
切
に
す
る
教
育
」

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
通
信
講
座
で

養
成
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
「
思

い
や
り
の
心
」
を
育
て
、
世
界
の
将
来

の

教
育
・
福
祉
・
医
療
の
保
全
な
ど
に
役

立
て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院
広
尾
病
院
院

長
、
日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ア
ニ
マ
ル
・

ボ
ン
ド
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
会
長
） 

加藤 元の 
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命
の
教
育

○下 

「思いやりの心」育てたい 


